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犬小 学 校 教 員 養 成 課 程 の 理 科 教 育 に お け る 唯 一 の 必 修 科 目 で あ る 「 理 科 指 導 法 」 の 充
実 を 目 指 し 、 学 生 に よ る 模 擬 授 業 を 中 心 と し た 授 業 運 営 を 立 案 し 実 践 し た 。 教 科 専 門
「 理 科 」 を 受 講 す る 学 生 が 少 数 の た め 、15 回 の 授 業 の 内 、 最 初 の3 回 は 、 ア ル コ ー ル
ラ ン プ ・ ガ ス バ ー ナ ー ・ 顕 微 鏡 ・ 電 流 計 。 電 圧 計 等 の 基 本 と な る 教 材 ・教 具 体 験 を 行
っ た 。12 回 の 模 擬 授 業 は3 ～4 人 の 班 単 位 で 実 施 し た 。 模 擬 授 業 を 行 う 班 は 、 事 前 に
教 材 研 究 ・ 予 備 実 験 ・ 配 布 物 め 原 案 作 成 を 行 い 、 そ れ ら を 材 料 に 担 当 教 員 と 議 論 し な
が ら 授 業 を 組 み 立 て だ 。 当 日 は 、90 分 の 時 間 を 授 業 内 容 ・ 学 習 指 導 案 ・ 関 連 す る 科
学 知 識 の 説 明 に20 分 、 模 擬 授 業 に45 分 、 学 生 同 士 の 質 疑 応 答 に15 分 を 振 り 分 け た 。
こ れ ら 一 連 の 体 験 の 中 で 、 授 業 を 準 備 し 実 施 す る た め に 必 要 な 時 間 経 過 を 学 生 が 実 感
す る こ と を 目 指 し た 。 本 実 践 の 効 果 は 、
大
学 生 に よ る 授 業 評 価 、 定 期 試 験 の 結 果 か ら 評
価 し た
○’I
学 生 の 授 業 に 対 す る 満 足 度 は 高 く 、 授 業 へ の 参 加 意 欲 は 高 ま っ た と 判 断 さ れ
た が 、 小 学 校 理 科 の 科 学 基 礎 と 学 習 指 導 要 領 に つ い て 問 う た 定 期 試 験 で は 、60 点 以
上 を 得 た 学 生 が53 人 中25 人 と 半 数 以 下 に 留 ま り 、 知 識 の 定 着 が 不 十 分 で あ る こ と が
判 明 し た 。 今 後 は 、 教 科 専 門 「 理 科 」 と 「 理 科 の 指 導 法 」 と の 関 係 を 再 検 討 し 、 理 科
知 識 の 定 着 を 高 め て い く 必 要 が あ る と 結 論 し た 。　
・-　　　　． I-・　　　　　　r　　l　　　　　　　　　　・　　　　　I■
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ち 小 学 校9 教 科 （国 語 ・算 数 ・理 科 ・社 会 ・体 育 ・音 楽 ・図 画 工 作 ・家 庭 科 ・生 活 科 ）
か ら4 教 科 選 択 履 修 の み で 済 む こ と に なっ た 。 こ の 結 果 、 高 等 学 校 時 代 、 文 科 系 で あ
っ た 者 が 多 い と考 え ら れ る 小 学 校 教 員 希 望 の 学 生 は(ill 勝2005, 佐 藤2011 ）、 特 に 理
科 の 履 修 を避 け る よ 引 こな っ た 。 例 え ば 香 川 大 学 教 育 学 部 で は、教 科 専 門 「初 等 理 科 」
を 履 修 す る 学 生 が 従 来 の3 分 の1 に 激 減 し た 事 例 が 報 告 さ れ て い る （森 ほ か2004,
川 勝2005 ）。 ま た 野 崎 づ2010,  2011 ） は、2007 年 に 開 設 さ れ た 私 立 大 学 教 育 学 部 で は 、・
教 科 専 門 「 理 科 」 を 受 講 す る学 生 が 全 体 の20 ～30 ％ で あ り、9 教 科 の 中 で 最 も 低 い
履 修 率 で あ る こ とを 示 し た 。 し た が っ て 、養 成 課 程 で 教 科 専 門 の 「理 科 」 を 履 修 せ ず 、
必 修 の 「理 科 指 導 法 」1 科 目履 修 の み で 理 科 教 育 の学 び を 終 え、 小 学 校 の 教 壇 に 立 つ
教 師 が 増 えつ つ あ る とい え る 。　　　　　　　　　　　　　　　　 ／
一 方 、2011 年 度 か ら 完 全 施 行 さ れ た 小 学 校 学 習 指 導 要 領 「 理 科 」 で は （ 村 山
2011 ）、14 も の 内 容 が 追 加 さ れ （文 部 科 学 省2008 ）、 授 業 時 間 数 も3 学 年 で20 時 間 、
4 ～6 学 年 で そ れ ぞ れ10 時 間ず つ の 増 加 ど な っ た。 こ の よ う に 、教 員 養 成（教 師 教 育 ）
に お け る 教 科 軽 視 の 方 向 と は 逆 に、 学 校 現 場 で は 教 科 重 視 の 傾 向 が 強 まっ て き た 。 教
員 養 成系 大 学 ・ 学 部 は、 こ の 現 場 の 変 革 に対 応 す る た め に 、 限 ら れ た 理 科 教 育 の 時 間
数 の 中 で 、 何 を ど の よう に 教 え る べ きか を吟 味 し 、 教 育 課 程 を組 み 立 て 直 し て い くこ
と が 求 め ら れ る （森 ほ か2004, 川 勝2005, 高 橋 ほ か2008, 田 島2010, 伊 佐201 1, 川
勝2011 ）。 教 科 専 門「理 科 」の 履 修 を1 ～2 科 目 必 修 に し て い く方 向 を 求 め る こ と（山
極2011 ） は 勿 論 で あ る が 、 当 面 は 、 現 状 の 必 修 科 目 で あ る 「理 科 指 導 法 」 の 授 業 内
容 を 再 検 討 し 実 践 を 繰 り返 し て い く こ と が 現 実 的 で あ ろ う 。 例 え ば 川 勝 （2005 ） は 、
「 ソ ケ ッ ト の な い 豆 電 球 を 点 灯 さ せ る 回 路 を作 成 せ よ」、「 ヤ カ ン か ら 出 る 湯 気 は 水 蒸
気 か 上 等 、理 科 （科 学 ） の基 礎 概 念 に 関 わる ［ 思 い 違 い ］ や 「つ ま づ き」 と い う た 「誤
認 識 」 の 事 例 を 用 い た 演 習 形 式 の授 業 を 組 み 立 て て い る 。 伊 佐 （2010 ） は、 学 生 が 自
立 し て 授 業 の 組 み 立 て を 行 え る よ う模 擬 授 業 を中 心 に し て 運 営 し て い る 。 こ れ ら は 、
佐 藤 べ2005 ）が 教 員 養 成 課 程 の 中 核 に 据 え る べ きと 主 張 す る「ケ ー ス・メソ ッ ド （Case
Method ）」、 す な わ ち 実 践 的 課 題 の 解 決 を 専 門 的 知 識 の 総 合 に ょ っ て 遂 行 す る 力 を 養
う 授 業 形 式 の1 つ で あ る と 言 え よう
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■
以 上 の 背 景 と先 行 研 究 の 実 践 を踏 ま え 、 筆 者 は 「 理 科 指 導 法 」 を 、 伊 佐 （2010 ） と
同 じ く 模 擬 授 業 を 中 心 に 運 営 す る こ と を 立 案 し た6 授 業 を 組 み 立 て る 力 を育 む 理 科 教
育 は、 科 学 知 識、 教 材 に つ い て 学 ぶ教 科 専 門 「理 科 」 と 、 指 導 案 の 作 成 、 子 ど もの 科
学 的 思 考・認知 の 形 成 過 程 、 指 導 技 術 とい っ た 授 業 の 企 画・運 営 方 法 につ い て 学 ぶ 「理
科 指 導 法 」 で 構 皮 さ れ、2 つ の 科 目 で 役 割 を 分 担 し て い く も の で あ る。 し か し な が ら 、
「 理 科 」 の履 修 が 避 け ら れ る 現状 で は、「理 科 」 で 学 ぶ べ き内 容 に つ い て も 「 理 科 指 導
法 」 で 扱 う必 要 が あ る。 す な わ ち、 ① 科 学 知 識 の 獲 得 、 ② 教 材 ・教 具 体 験 、 ③ 授 業 の
組 み 立 て 方 の会 得 、 を 同 時 に 行 うこ ど が 求 め ら れ る。 そ こ で 、 知 識 と技 術 の 総 合 が 求
め ら れ る 模 擬 授 業 とい う 形 式 を用 い れ ば√ ① ～ ③ を 達 成 で き る と考 え た。 さち に 、 模










生106  名中52 名（49  % ）と他学部1 名、後期は保育士・幼稚園教諭養成が主となる保育・
初等教育専修の学生104  名中38 名（37 ％）と他学部2 名が受講した。事前に教科「理
科」を履修した学生は、前期19  名（37 ％）、後期1 名（2.5% ）であった。学生には協
働的な学びを体験させるため、なるべく日常の人間関係とは異なる組み合わせで3 ～













4 ～15 回目は、班単位で模擬授業を行った。担当する班は、模擬授業を行う1 週
間前までに、①小学校3 ～6 学年の理科教科書（大日本図書2011 ）・学習指導要領解説・
実践記録の学習、②教員立ち会いの下での予備実験、③当日配布する学習指導案・児
童用ワークシート・関連する科学知識をまとめた資料の原案作成、を行い、最後に教
















月 と太陽の関係か ら月 の見え方
を知 る
水 の形態と温度 との 関係








教材 ・教具　　　　　 学年　 領域
マ ッチ・アルコー ルランプ ・ガ レ　　　　　・
スバ ーナー
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電気 の性質 とはたら き
植物jの成長と日光や水 との
かかわり













電 流計・電圧計 ・回路作 成



































































叶 ●－ － ●?－ ●・　 評 価 書








本稿執筆時に授業が終了していた201 1 年度前期学生の授業評価お よび定期試験の






第1 問　 塩 化 水 素 （HC1 ） と 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （NaOH ） の 水 溶 液 は 、冲 性 、 酸 性 、
ア ル カ リ 性 の い ず れ を 示 す か 。 イヒ学 的 な 仕 組 み づ 例 え ばpH の 仕 組 み ） を 根
拠 に し て 説 明 せ よ （5 点 ）。　　　　　　　　　　 丿　　 十　　　　 ＼
第2 問　 月 は お よ そ30 日 間 で 新 月 か ら 始 ま り 新 月 に 戻 る 。 そ れ で は 以 下 の ① ～ ④ は 、
新 月 か ら 、 ど の よ う な 順 番 で 見 る こ と が で き る か 。 余 白 に 並 び 替 え た 番 号 順
宍　 で 示 せ （5 点 ）o　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ a イ　
……iに
① 満 月 、 ② 三 日 月 、 ③ 上 弦 の 月 、 ④ 下 弦 の 月
第3 問　12cm の 棒 の 中 間 に 支 点 を 設 け 、 て こ の 実 験 を 行 っ た 。 こ の て こ の片 方 に は 、
同 じ 位 置 に20 グ ラ ム の お も り2 個 を 吊 る して 反 対 側 に は 、 同 じ 位 置 に20 グ
／ラ ム と10 グ ラ ム の お も り を 吊 る し た と こ ろ 釣 り 合 っ た 。 お も り を 吊 る し た
位 置 は 、 そ れ ぞ れ 支 点 か ら 何Cm に な る か （5 点 ）。　　　 ご
第4 問　 以 下 の ① ～ ⑩ の 化 学 式 、 数 か ら 適 切 な も の を 用 い 、 光 合 成 反 応 の 式 を 示 せ 。
必 要 が あ れ ば 同 じ も の を 用 い よ （5 点 ）。　　　　　　　　　　　　 ・。
野崎健太郎／小学校教員養成における模擬授業を導人した「理科指導法」の学習の立案と実践






















①H20 、②CaC03 、③C02 、④Ca（OH ）2、⑤O,、⑥HC1
第9 問　「もののあたたまり方」では、金属、空気、水を用いてあたたまり方を調べ
る。この内、金属と水のあたたまり方の違いを説明せよ（10点）。



















図2a ～f に模擬授業の様子を示した。教師役の学生は、授業を進行するT, 、児童
図2a　 コイルの巻き数と電磁石の強さとの関係　　 図2b　 温度の異なる色水が混じりあ わない現象
図2c　 ムラサキキャベツの煮出し液を酸性～アルカリ
性の透明な水溶液に加えると様々な発色を示す
図2e　 学生独 自 の工夫
図2d 「星の 動 き」
図2f　 見 や すい配 置




図3　2011 年 度 前 期 の 受 講 学 生 に よ る 授 業 評 価 の 結 果
野崎健太郎／小学 校教員養成 におけ る模 擬授業を導人した「 理科 指導法」の学習の立案と実践
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評 価 が 高 く 、 双 方 向 型 の 授 業 は 負 の 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 能 動 的 学 習 は こ こ で も 評 価
を 高 め て い た よ 本 実 践 の 授 業 形 態 は 、「 適 切 な コ メ ン ト が 付 さ れ て 課 題 な ど の 提 出 物
が 返 却 さ れ る 」、「 授 業 中 に 自 分 の 考 え や 意 見 を 述 べ る 」、「 グ ル ー プ ワ ー ク な ど 、 学 生
が 参 加 す る 機 会 か お る 」 と い う3 つ の 因 子 か ら 構 成 さ れ た 双 方 向 型 授 業 と 定 義 で き 、
小 方 （2008 ） の 結 果 に 従 え ば 、 本 実 践 は 寸 汎 用 的 技 能 形 成 」 に 効 果 が あ っ た と 考 え ら
れ る 。 た だ し 、 本 実 践 で 用 い た 授 業 評 価 に は 、「 汎 用 的 技 能 形 成 」 を。明 確 に 測 定 す る




定 期 試 験 の 得 点 分 布 か ら 、 半 数 以 上 の 学 生 は 、 小 学 校 理 科 に 関 す る 知 識 が 不 十 分 で
あ る こ と が 判 明 し た （ 図4 ）。 こ ち ら も 、 双 方 向 型 授 業 は 「 学 問 的 知 識 形 成 上 に は 効
果 が 無 い と い う 小 方 （2008 ） の 指 摘 を 支 持 す る 結 果 と な っ た 。 清 水 （2002 ） は 、 小 学
校 時 代 に 、 い わ ゆ る 、「 新 し い 学 力 観 」 に も と づ い た 「 自 分 た ち で 調 べ る 授 業 上 「 自
分 た ち の 考 え を 発 表 し た り 、意 見 を 言 い 合 う 授 業 」、「何 を 勉 強 す る か 選 べ る 授 業 」、「教
室 の 外 で 見 学 し た り 、 体 験 し た り で き る 授 業 」 を 多 く 受 け た 中 学 生 と 、 講 義 と 練 習 問
題 の 反 復 に よ っ て 知 識 の 理 解 と 定 着 を 図 る 授 業 を 多 く 受 け た 中 学 生 の 、2 年 生 時 点 に
お け る 国 語 と 数 学 の 得 点 を 比 較 し 、「 新 七 い 学 力 観 」 に よ る 授 業 を 多 く 受 け た 中 学 生
は 、得 点 が 低 く な り 、授 業 の 形 態 が 学 力 に 影 響 す る こ と を 示 し た 。 双 方 向 型 授 業 は 、「新
し い 学 力 観 」 に 沿 っ た 形 態 で あ る 。 清 水 （2002 ） の 報 告 と 同 様 に 知 識 の 理 解 と 定 着 に
は 結 び つ か な か っ た 評 価 さ れ る 。 表2 は ぐ 定 期 試 験 の 得 点 分 布 を 教 科 専 門 「 理 科 」 受
講 者 と 未 受 講 者 と に 分 け て 集 計 し た 結 果 で あ る 。ノ「 理 科 」 受 講 者 は 、 未 受 講 者 に 比 べ
て 、 平 均 点 で9 点 、60 点 以 上 獲 得 者 の 割 合 で25  ％ 、 高 か っ た 。 人 数 が 少 な い 上 、「 理
科 」 受 講 者 は 、 理 科 と い う 教 科 に 興 味 が あ り づ 川 勝2005 ）√ 元 々 、 理 科 知 識 が 豊 か で
学 び へ の 意 欲 も 強 か っ た 可 能 性 が あ る た め 、 今 回 の 違 い を 一 般 化 す る こ と は で き な い
が 、 理 科 知 識 ・ 技 術 を 備 え 、 そ れ ら を 総 合 し 魅 力 的 な 授 業 を 運 営 す る 力 を 養 成 課 程 で
育 む た め に 、 教 科 専 門 「理 科 」 必 修 化 の 是 非 と 「 理 科 指 導 法 」 と の 役 割 分 担 お よ び 連
携 を 考 え 直 す 材 料 に な る と 思 わ れ る 。　　　　　　　　　　 ‥
表2　 教科専門イ理科」受講者と未受講者の定期試験における得点結果。
千理 科」 受 講
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